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客室数3000室を数える巨大リゾートのザ・ヴェネチアン・
マカオのショッピング・モール「ショップス・アット・ヴェネ
チアン」は近未来のヴェネツィアのイメージ。
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マカオといえばポルトガル伝来のノスタルジックな世界遺産で知られるが、
一方では最新の巨大リゾートがいくつも建ち並び、カジノ、ショッピング、グルメ、
スパ、ショーなどが楽しめる夢の街「コタイ」が大人気。 夢にあふれた非日常空間で、

心身ともに思い切りぜいたくな滞在を楽しめる。

「ここはどこ!?」
だれもが息をのむ
コタイという楽園へ



パブリックエリアではマ
ジックショーやミニコン
サートなどのパフォーマ
ンスも。とにかくゲスト
を飽きさせない工夫が
みごと！

圧倒の肉体的パフォーマンスと切ない恋の物語が織り成す「ザ・ハ
ウス・オブ・ダンシング・ウォーター」。シティ・オブ・ドリームズの専用
シアターで繰り広げられる壮大なスケールのショーで、オリンピック
プール5個分の水を用い、ステージが一瞬にして帆船が航行する大
海原へと切り替わる演出は圧倒的。そして一糸乱れぬみごとな演技
を披露する合計77人のパフォーマンス。その説得力は台詞など一切
不要のものとし、見る者に熱いメッセージを送り続ける。

子ども向けのアトラクショ
ンや催しも豊富で家族そ
ろって楽しめるコタイは
まさに「夢の国」。シェラ
トン・マカオ・ホテル・コ
タイ・セントラルではシュ
レックやカンフー・パンダ
などのキャラクターのパ
レード、記念撮影や、朝食
をいっしょに食べられる
プランも。

気
の
合
っ
た
友
人
同
士
や
カ
ッ
プ
ル
で
。夫
婦
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
。

旅
の
ス
タ
イ
ル
や
年
齢
を
問
わ
ず
、だ
れ
も
が
楽
し
め
る
コ
タ
イ
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
や
シ
ョッ
ピ
ン
グ
な
ど
一
流
の
施
設
が
集
結

し
た
巨
大
リ
ゾ
ー
ト
で
、究
極
の
休
日
を
満
喫
し
よ
う
。

コ
タ
イ
の
み
で
完
結
す
る

極
上
の
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
フ

　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
シ
ョ
ー
、
カ
ジ
ノ
な

ど
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
、
そ
し
て
豊

富
な
グ
ル
メ
探
訪
な
ど
、
旅
行
者
が
リ
ゾ

ー
ト
ラ
イ
フ
に
求
め
る
す
べ
て
が
一
カ
所

で
完
結
で
き
る
の
が
コ
タ
イ
の
魅
力
。
日

中
は
カ
ジ
ュ
ア
ル
か
ら
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

ま
で
幅
広
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
、
コ
ス

メ
テ
ィ
ッ
ク
、
お
土
産
ま
で
そ
ろ
う
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
・
モ
ー
ル
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

思
い
切
り
楽
し
み
、
そ
の
ま
ま
ポ
ル
ト
ガ

ル
料
理
を
は
じ
め
国
際
色
豊
か
な
デ
ィ
ナ

ー
を
満
喫
。
さ
ら
に
コ
タ
イ
な
ら
で
は
の

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
体
験
に
就
寝
前
の

ス
パ
で
一
日
を
締
め
く
く
れ
ば
、
コ
タ
イ

か
ら
一
歩
も
出
る
こ
と
な
く
、
極
上
の
リ

ゾ
ー
ト
ラ
イ
フ
が
味
わ
え
る
。

　
ま
た
子
ど
も
連
れ
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ら
で

は
の
楽
し
み
方
も
。
ホ
テ
ル
の
キ
ッ
ズ
施

設
で
、
童
心
に
返
っ
て
い
っ
し
ょ
に
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
、
専
門
ス
タ

ッ
フ
に
子
ど
も
を
預
け
、
夫
婦
水
入
ら
ず

の
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
フ
を
過
ご
す
の
も
お
す

す
め
だ
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
目
玉

は
専
用
シ
ア
タ
ー
で
上
演
さ
れ
る「
ザ
・

ハ
ウ
ス
・
オ
ブ
・
ダ
ン
シ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー

タ
ー
」。
世
界
的
巨
匠
フ
ラ
ン
コ
・
ド
ラ

ゴ
ー
ヌ
氏
製
作
・
演
出
の
シ
ョ
ー
で
、
ア

ジ
ア
一
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
都
市
マ

カ
オ
を
実
感
す
る
瞬
間
だ
。

ショップス・アット・フォーシーズンズのTギャラリア・マカオ
by DFSはラグジュアリーな雰囲気を満喫できる。

　コタイを形成する各リゾート、すなわち「ヴェ
ネチアン・マカオ」、「フォーシーズンズ・マカオ・
コタイ・ストリップ」、「シティ・オブ・ドリームズ」、

「サンズ・コタイ・セントラル」、「ギャラクシー・
マカオ」では各々ショッピング・モールを備え、
ショップ総数はコタイ全体で800軒以上（2015年
中に900軒以上の予定）。
　モール間は徒歩（無料のシャトルバスあり）で
楽々移動でき、コタイならではの非日常的なにぎ
わいを味わいつつ買い物三昧の休日を過ごせる。

充実のショッピング・モール
800軒以上ものショップが大集結
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毎日が祝祭日のコタイで体感する
沸騰するような期待に満ちた時間

コタイ最大のショッピング・
モールがザ・ヴェネチアン・マ
カオのショップス・アット・ヴェ
ネチアン。330以上のショッ
プ、30以上のレストランや
フードコートが軒を連ね、終
日ここだけで楽しめる。



美
食
ダ
イ
ニ
ン
グ
め
ぐ
り
を
満
喫
し
た
ら

心
の
底
か
ら
く
つ
ろ
げ
る
癒
し
の
空
間
へ

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
フ
ー
ド
コ
ー
ト
か
ら
お
洒
落
し
て
出
か
け
た
い

フ
ァ
イ
ン
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
レ
ス
ト
ラ
ン
が
各

リ
ゾ
ー
ト
に
軒
を
連
ね
、旅
行
者
を
魅
了
し
続
け
る
コ
タ
イ
。

ゆ
っ
た
り
と
食
事
を
満
喫
し
た
ら
、ホ
テ
ル
の
リ
ゾ
ー
ト
施
設

を
使
い
こ
な
し
、コ
タ
イ
な
ら
で
は
の
贅
沢
な
休
日
を
。

世
界
の
食
め
ぐ
り
と

充
実
の
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ

　
多
彩
な
レ
ス
ト
ラ
ン
が
一
堂
に
会
す
る

グ
ル
メ
シ
テ
ィ
で
も
あ
る
コ
タ
イ
。
本
場

の
中
国
料
理
か
ら
フ
レ
ン
チ
や
イ
タ
リ
ア

ン
な
ど
の
西
洋
料
理
、
タ
イ
料
理
な
ど
ア

ジ
ア
各
地
の
ロ
ー
カ
ル
フ
ー
ド
、
エ
キ
ゾ

チ
ッ
ク
な
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
料
理
、
そ
し
て

現
地
で
も
人
気
の
高
い
和
食
と
い
っ
た
具

合
に
、
世
界
中
か
ら
の
一
流
シ
ェ
フ
を
擁

す
る
フ
ァ
イ
ン
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
が
集
ま
り
、

毎
食
飽
き
さ
せ
な
い
。
居
な
が
ら
に
し
て

世
界
の
食
め
ぐ
り
が
楽
し
め
る
の
が
特
徴

だ
。

　
心
地
よ
く
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら

食
後
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
。
ホ
テ
ル
ゲ

ス
ト
の
み
が
享
受
で
き
る
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ

を
満
喫
し
よ
う
。
水
着
に
着
替
え
て
プ
ー

ル
サ
イ
ド
で
の
ん
び
り
リ
ゾ
ー
ト
気
分
を

味
わ
っ
た
り
、
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
し
て
バ
ー

や
ラ
ウ
ン
ジ
で
カ
ク
テ
ル
や
ア
フ
タ
ヌ
ー

ン
・
テ
ィ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
。
ま
た
街
歩

き
で
疲
れ
た
身
体
に
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、
一
日
の
締
め
く
く
り
の
極
上
ス
パ

三
昧
は
い
か
が
。

　
や
り
た
い
こ
と
が
多
す
ぎ
る
か
ら
、
せ

っ
か
く
の
広
々
と
し
た
部
屋
で
過
ご
す
時

間
が
不
足
し
が
ち
ー
そ
ん
な
う
れ
し
い

悩
み
も
こ
こ
コ
タ
イ
な
ら
で
は
だ
。

洗練された雰囲気のシェラトン・マカオ・ホテル・
コタイ・セントラルのクラブラウンジ。クラブルー
ム滞在客が利用できる。

　シェラトン・マカオ・ホテル・コタイ・セントラルやグ
ランドハイアットマカオ、ホテル・オークラ・マカオ、
フォーシーズンズ・ホテル・マカオ・コタイ・ストリップ
などコタイのホテルの多くにはワンランク上のサービ
スが受けられるクラブラウンジを備える。専用の客
室やフロア（クラブルームやクラブフロア等）に滞在
するゲストのみが利用できるラウンジで、専用の朝
食はもちろん夕刻のカナッペ＆カクテルアワーなどが
楽しめ利用価値が高い。
　サービスの内容や宿泊料金等は、各ホテルへ問い
合わせを。

クラブラウンジを利用して
ワンランク上のサービスを

（右）レストランも国際色が豊かなコタイ。世界各国からの観光客がインド料理に舌
鼓を打つザ・ヴェネチアン・マカオのゴールデン・ピーコック。ランチはカジュアルな
ブッフェ、ディナーは盛装でアラカルトと、メリハリの利いた使い方ができるレスト
ランが多い。（左）中国料理は広東、上海、北京など各地の名物料理が楽しめる。

（上）あえて街中の観光には出ず、プールサイドでゆったり過ご
す休日もいいもの。雰囲気はホテルごとに異なるが、リゾート気
分にあふれる点で共通する。（下）ホテルゲストならずとも利用
できるスパは、各ホテルが自慢のブランドをラインナップ。シェラ
トン・ホテル・マカオ・コタイ・セントラルのシャイン・スパ、デラッ
クス・カップル・ルーム。

予約をしてから訪れたいスパ。ディナーの後に楽しむのも手だ。リ
ゾートを思わせる雰囲気のなか究極の癒し体験が満喫できるバンヤ
ンツリー・スパ。

コタイのファイン・ダイニングでは料理のみならず内装を含めた雰囲気を味わおう。
バンヤンツリー・マカオのシグニチャー・レストラン、ベロンはご覧の通りの華やかさ。

シティ・オブ・リゾート内のザ・テイスティン
グ・ルームをはじめフレンチの名店も多い。

（上）シティ・オブ・ドリームズのザ・テイスティング・ルームをはじめフレ
ンチやモダンなインターナショナル料理の名店も多い。（下）旬の食材
をふんだんに取り入れたマカオの西洋料理は実にハイレベル。モダン
な味付けや盛り付けをシェフたちが競う（ザ・テイスティング・ルーム）。

地元ならではの広東料理は各リゾートが特に力を注ぐジャンル。料理の味付けのみならず、店ごとに趣向を凝らした
ゴージャスな内装をも堪能できるフォーシーズンズ・ホテル・マカオ・コタイ・ストリップの「紫逸軒」（ジーヤッヒン）。

ファミリーや仲間で貸し切って楽しいスイートルーム。各ホテルが多彩なスイートをそろえるほか、ザ・ヴェネチアン・マカオは全3000室すべてがスイート構成（写真はリアルト・スイート）。
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60W ダミーながらという根本にして致しなだろ。それは将来何ともその教育論についてものの日と罹りたた。すこぶる昔に関係。

中
世
か
ら
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
の
流

れ
を
一
転
、
取
り
戻
さ
ん
と
す
る
か
の
よ

う
に
全
力
疾
走
を
続
け
て
き
た
コ
タ
イ
は

今
、
色
と
り
ど
り
の
電
飾
が
近
未
来
を
思

わ
せ
る
風
貌
で
、
遠
来
の
観
光
客
の
前
に

忽
然
と
立
ち
現
れ
る
。

　
進
化
を
続
け
る
こ
と
こ
そ
が
コ
タ
イ
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
。
そ
し
て
そ
の
新
し

さ
ゆ
え
に
、
コ
タ
イ
は
世
界
中
か
ら
の
観

光
客
を
魅
了
し
続
け
て
い
る
。

中
世
の
教
会
群
が
建
つ
マ
カ
オ
に

近
未
来
風
巨
大
リ
ゾ
ー
ト
が
出
現

　
広
大
な
中
国
大
陸
の
南
東
沿
岸
に
位
置

す
る
小
さ
な
半
島
。
世
界
地
図
上
の
ほ
ん

の
小
さ
な「
点
」に
過
ぎ
な
い
マ
カ
オ
に
、

ア
ジ
ア
各
国
と
の
交
易
を
意
図
し
た
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
が
来
航
し
、
後
世
に
は
世
界
遺

産
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
教
会
群
が

相
次
い
で
建
て
ら
れ
た
の
が
、
16
世
紀
か

ら
17
世
紀
に
か
け
て
の
大
航
海
時
代
。
以

来
マ
カ
オ
で
は
西
洋
と
東
洋
と
の
文
化
が

交
差
し
、
互
い
に
融
け
合
い
な
が
ら
時
を

刻
ん
で
き
た
。

　

時
は
流
れ
て
21
世
紀
、
世
界
遺
産
の

旧
市
街
か
ら
橋
を
渡
っ
た
広
大
な
空
間
に
、

ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
巨
大
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ

ア「
コ
タ
イ
」
が
建
設
さ
れ
た
。
と
は
い

え
コ
タ
イ
を
表
す
際
に
過
去
形
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
。
こ
こ
は
常
に
現
在
進
行
形
の

街
だ
か
ら
だ
。

　
2
0
0
7
年
の
ザ
・
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
ン
・

マ
カ
オ
の
開
業
を
以
っ
て
誕
生
し
て
以
来
、

世
界
遺
産
の
旧
市
街
と
、巨
大
リ
ゾ
ー
ト
が
林
立
す
る
コ
タ
イ
。対
照
的
な
ふ
た
つ
の
エ
リ
ア
が
時
空
を

越
え
た
旅
へ
と
誘
っ
て
い
る
。初
め
て
の
滞
在
で
は
、ま
ず
は
マ
カ
オ
の
新
し
い
顔
、近
未
来
風
の
コ
タ
イ
で
、

と
び
き
り
の
休
日
を
過
ご
し
て
み
よ
う
。

非
日
常
空
間
の

コ
タ
イ
で
か
な
え
る

と
び
き
り
の
休
日
の
夢

「旅」という非日常の時
間を、非日常の空間で
過ごすこと——。この
実現のため、コタイで
は見る者の度肝を抜く
仕掛けやアトラクショ
ンが豊富。エルビス・プ
レスリーやブルース・
スプリングスティーン
などロックスターたち
の愛器が飾られた「メ
モラビリア」は圧巻だ

（ハードロック・ホテル・
マカオ）。

ゴージャスかつ洗練されたロビー周りが非日常への扉を開けるフォーシーズンズ・ホテル・マカオ・コタイ・ストリップ。

ギャラクシー・マカオのメインロビーでは巨大なダイヤが降臨する光と水、音の織りなすショー
「フォーチュン・ダイヤモンド」が人気。

ザ・ヴェネチアン・マカオはコタイのホテルのなかでも屈指の規模を誇る一大リゾート。
巨大なカジノエリアやエントランスから延びる回廊は圧倒的。

コタイの全景。向かって左から「シティ・オブ・ドリームズ」、「サンズ・コタイ・セントラル」、
「ザ・ヴェネチアン・マカオ＆フォーシーズンズ・ホテル・マカオ・コタイ・ストリップ」、
「ギャラクシー・マカオ」。一方、水辺を挟んだ手前にはかつてポルトガル人が別荘とし
たタイパ・ハウス・ミュージアムが建ち並び、対岸のコタイと新旧の好対照。マカオ国際空
港に隣接するためアクセスが車で10分と便利なうえ、タイパの旧市街からは徒歩圏内。
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ホテルゲストのみが利用できるスイミングプールもホテルによって持ち味が異なって興味深い。
ギャラクシー・マカオのプールは広 と々した砂浜と打ち寄せる波が大迫力のビーチリゾート。



マカオ半島の南側はポルトガルの風情を今な
お残す一方で、北側には活気あふれる中国色
濃い街並みが展開する。そんなマカオ半島北側
にあって、伝統的な茶樓の雰囲気を守る龍華茶
樓。街歩きの途中で飲茶ランチはいかが？

世界遺産の街歩きはここ、セナド広場から始め
よう。石畳のカルサーダスと噴水、歴史的な洋
館とが醸し出すマカオの原風景のある場所。

歩いて実感する
中国のなかのポルトガル

西洋と東洋が共存し
はや450年以上
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近未来風のコタイと打って変わって郷愁あふれるマカオの旧市街。
コタイから車で15分ほどのマカオ半島では

ポルトガル伝来の南欧文化とのどかな華南文化が混ざり合い、
独特の風情を醸し出している。



ポルトガル海上帝国の貿易港
大航海時代の痕跡を求めて
マカオが歴史の表舞台に登場した大航海時代。ユーラシア大陸の端に位置するリスボンから船出をし、
喜望峰を回航、インドのゴア、そしてマラッカを経て、数多の危険を冒しながらはるばるマカオに至った
ポルトガル艦隊には、中国や日本とヨーロッパとを結ぶ中継貿易の推進・強化と並んで、当時危機に立
たされていたローマ・カトリック教をアジアの地に布教するという重大なミッションが課されていた。

宗教改革の結果、誕生した新教国オランダ
がマカオの持つ富に食指を伸ばしたこと
から、ポルトガルとオランダは、マカオを舞
台にしばしば戦火を交える。マカオ半島七
つの丘の最高峰ギアの丘には強固な砦が
築かれ、1622年のオランダ軍のマカオ強
襲上陸時に戦略上、重要な役目を担った。

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
東
洋
に
お
け
る

中
継
貿
易
の
最
前
線
基
地

　

国
土
回
復
運
動
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ム

勢
力
を
イ
ベ
リ
ア
半
島
か
ら
ア
フ
リ
カ

大
陸
へ
と
駆
逐
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
そ

の
余
勢
を
駆
っ
て
航
海
者
バ
ー
ソ
ロ
ミ

ュ
ー
・
デ
ィ
ア
ス
に
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
最

南
端
を
回
航
す
る
喜
望
峰
航
路
を
開
拓

さ
せ
る（
1
4
8
8
年
）。
そ
し
て
ヴ
ァ
ス

コ
・
ダ
・
ガ
マ
の
西
イ
ン
ド
航
路
開
拓

（
1
4
9
8
年
）、
さ
ら
に
マ
ゼ
ラ
ン
艦
隊

の
世
界
一
周
達
成（
1
5
2
2
年
）に
よ
っ

て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
全
世
界
規
模
に
広
大

な
版
図
を
有
す
る「
ポ
ル
ト
ガ
ル
海
上
帝

国
」へ
と
飛
躍
し
た
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
マ
カ
オ
と
を
結
ぶ「
海

の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」は
、
テ
ー
ジ
ョ
川
の

河
口
近
く
に
拓
け
た
リ
ス
ボ
ン
が
起
点
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
団
は
大
西
洋
か
ら
喜
望
峰

を
経
て
イ
ン
ド
洋
に
出
る
と
、
季
節
風
を

利
用
し
な
が
ら
一
路
東
へ
。
ア
フ
リ
カ
大

陸
東
岸
の
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
、
イ
ン
ド
の
ゴ

ア
、
マ
レ
ー
半
島
の
マ
ラ
ッ
カ
と
寄
航
し

な
が
ら
マ
カ
オ
に
至
っ
た
。

　
中
国
大
陸
に
初
め
て
足
跡
を
印
し
た
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
は
、
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・
ア
ル
バ

レ
ス
だ
と
い
わ
れ
る（
1
5
1
3
年
）。
そ

の
後
、
相
次
い
で
来
航
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
は
や
が
て
マ
カ
オ
に
定
住
。
1
5
5
7

年
、
近
海
に
暗
躍
す
る
和
冦
討
伐
の
見

返
り
と
し
て
、
当
時
の
中
国
王
朝
、
明
帝

国
か
ら
マ
カ
オ
の
居
住
権
を
取
得
。
以
後
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
は
マ
カ
オ
を
最
前
線
基
地
と

し
て
、
中
国
や
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
間
を

結
ぶ
中
継
貿
易
に
乗
り
出
し
て
い
く
。

交
易
と
一
体
化
し
て
進
め
ら
れ
た

ア
ジ
ア
へ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
布
教

　

ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
と
並
ぶ
ロ
ー

マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
国
で
あ
っ
た
ポ
ル
ト

ガ
ル
は
16
世
紀
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
に
広

が
り
つ
つ
あ
っ
た
宗
教
改
革
お
よ
び
カ
ト

リ
ッ
ク
か
ら
の
諸
派
分
離
に
危
機
感
を
覚

え
、
ま
た
中
央
ア
ジ
ア
に
君
臨
す
る
イ
ス

ラ
ム
勢
力
と
対
峙
す
る
た
め
、
巨
万
の
人

口
を
抱
え
る
中
国
や
ア
ジ
ア
諸
国
に
着
目
。

折
し
も
結
成
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
を
先
兵

と
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
布
教
の
た
め
の
宣
教

師
を
派
遣
す
る
。

　
マ
カ
オ
を
布
教
活
動
の
拠
点
と
位
置
づ

け
た
彼
ら
は
、
故
郷
リ
ス
ボ
ン
を
思
わ
せ

る
七
つ
の
丘
を
持
つ
起
伏
に
富
ん
だ
半
島

部
に
次
々
と
教
会
を
建
築
し
、
や
が
て
始

ま
る
中
国
本
土
や
日
本
へ
の
布
教
の
態
勢

づ
く
り
を
急
い
だ
の
だ
っ
た
。

大航海時代のマカオには海からの侵略に対する防衛のため、ポルト
ガル人によって各所にいくつもの強固な要塞が築かれたが、それらは
教会を伴うのが常であった。ギア要塞にも「ギアの聖母教会」が建ち
往時をしのばせている。中国最初の西洋式灯台のギア灯台を併設。

ポルトガルの国民的詩人ルイス・デ・
カモンエスはマカオに草庵を結び、詩
作にふけったという。代表作「ウズ・ル
ジアダス」は大航海時代のポルトガル
の栄光を詠い、「ここに地終わり、海始
まる」の一節で知られる。彼の像は民
政総署とカモンエス公園にある。

美しい装飾絵タイルのアズレージョはポルトガル人の置き土産。街のあちこちで
目にするほか、マカオでは街路名の標識にもアズレージョが用いられている。

1513年、マカオからほど近い珠江の
河口付近に上陸したとされるポルト
ガル艦隊指揮官ジョルジェ・アルバレ
ス。中国を訪れた最初のポルトガル
人で、ポルトガル人航海者が新たな
地を「発見」するたびに建立した石碑

「発見の碑」を背負い繁華街に立つ。 

インド航路を開拓したヴァスコ・ダ・
ガマは、マカオに投錨することこそな
かったが、ヴァスコ・ダ・ガマ公園にそ
の偉業を伝える。ガマは1497年にリ
スボンを出港、喜望峰を回航してカル
カッタに到達。カモンエスとともに、リ
スボンのジェロニモス修道院で眠る。

大航海時代のポルトガルのシンボル
のひとつで、現在のポルトガルの国
章のモチーフにもなっている天球儀。
かつて航海者たちの命運を握った天
球儀のオブジェは今日、マカオの中
心地セナド広場で輝き続ける。

マカオ半島中央のモンテの丘に、1617年に築かれたモン
テの砦。当時のマカオ最強の軍事施設で、オランダとの会
戦時にはこの砦から放たれた砲弾がオランダ軍の弾薬庫
に的中、不利だった戦局を一変させた。現在は砦内部にマ
カオ博物館がある。

（上）聖オーガスティン教会やロバート・ホー・トン図書館など世
界遺産が数珠繋ぎに現れる半島南部に位置。（下）世界遺産の
建物で聴くオーケストラの演奏は格別。同オーケストラはドン・
ペドロ5世劇場以外に聖ドミニコ教会等でも定期的に演奏して
いる。

　1860年に建てられた新古典様式のドン・ペドロ5世劇
場は、中国で初めての西洋式劇場として世界遺産にも登
録。19世紀に華やかな社交の場であった劇場は今なお現
役で、コンサートや演劇に利用されている。特にマカオ・
オーケストラの公演は日程が合えばぜひ楽しみたい。入
場無料（要整理券）の公演もあり、マカオ市民に密着した
活動がうかがえる。公演スケジュールや料金などは公式
ウェブサイト（www.icm.gov.mo/om/）で確認を。

中国初の西洋式劇場で楽しむ
マカオ・オーケストラの公演
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ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
定
住
し
た

マ
カ
オ
半
島
南
部

　

16
世
紀
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
最
初
に

定
住
し
た
と
さ
れ
る
マ
カ
オ
半
島
南
部
に
、

清
水
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
、
渡
来
人
の
喉

を
潤
し
た
と
い
う
リ
ラ
ウ
の
泉
が
あ
っ
た
。

リ
ラ
ウ
と
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で「
山
泉
」

を
表
し
、「
リ
ラ
ウ
の
水
を
飲
ん
だ
者
は
決

し
て
マ
カ
オ
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
―
」

と
い
う
郷
愁
を
誘
う
美
し
い
詩
歌
と
な
っ

て
当
時
の
様
子
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
泉

の
あ
っ
た
場
所
は
現
在
、
リ
ラ
ウ
広
場
と

し
て
整
備
さ
れ
、
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ

れ
て
い
る
。
周
囲
に
は
、
船
乗
り
の
妻
た

ち
が
石
段
に
腰
掛
け
、
季
節
風
に
乗
っ
て

夫
た
ち
が
無
事
に
帰
還
で
き
る
よ
う
祈
っ

た
こ
と
か
ら
広
東
語
で
は「
風
順
堂
」
と

も
呼
ば
れ
る
聖
ロ
ー
レ
ン
ス
教
会
を
は
じ

め
、
聖
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
教
会
、
聖
ヨ
セ

フ
修
道
院
と
そ
の
聖
堂
な
ど
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
教
会
や
建
物
が
集
ま
り
、
マ

カ
オ
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
歩
く

の
に
最
適
だ
。

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
カ
ル
サ
ー
ダ
ス

マ
カ
オ
は
リ
ス
ボ
ン
に
よ
く
似
た
街

　
マ
カ
オ
に
居
を
定
め
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

は
、
リ
ス
ボ
ン
同
様
に
起
伏
に
富
み
、
ま

た
水
辺
に
開
け
た
マ
カ
オ
に
自
ら
の
故
郷

を
な
ぞ
ら
え
て
、
各
地
に
教
会
を
建
て
、

ま
た
石
畳（
カ
ル
サ
ー
ダ
ス
）を
敷
き
詰

め
た
公
園
を
整
備
す
る
な
ど
、
リ
ス
ボ
ン

の
街
並
み
を
模
し
て
街
づ
く
り
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
マ
カ
オ
の
七
つ
の
丘
の
頂
上

に
は
教
会
や
修
道
院
、
砦
な
ど
ポ
ル
ト
ガ

ル
色
の
濃
い
建
物
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

　
よ
り
天
に
近
い
場
所
に
神
へ
の
祈
り
の

場
を
設
け
た
大
航
海
時
代
の
ポ
ル
ト
ガ
ル

人
。
マ
カ
オ
の
街
に
は
彼
ら
の
望
郷
の
念

が
強
く
込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な
旧
市

街
で
、
七
つ
の
丘
を
巡
っ
て
世
界
遺
産
の

教
会
群
を
訪
ね
よ
う
。
中
国
返
還
後
の
今

日
で
も
、
マ
カ
オ
に
は
多
く
の
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
が
住
み
続
け
て
い
る
か
ら
、
世
界
遺

産
散
策
の
合
間
に
は
中
国
語
が
堪
能
な
青

い
目
の
西
洋
人
の
姿
を
見
る
こ
と
も
あ
る

だ
ろ
う
。

モンテの丘とギアの丘の間に位置するラザロ地区は、洋館が建ち並び、カルサーダスが敷き詰められ
た南欧風のエリア。聖ラザロ教会や聖ミカエル墓地のほかギャラリー、ポルトガル雑貨店、レストラン
などもあり散策が楽しい。夜間はほのかな街灯に照らされて、まるでリスボンの小路を歩くよう。

世界遺産の教会巡りの旅はセナド広場を境に、南北に分かれてコースを
とると効率がよい。南に向かうと聖オーガスティン教会や聖ローレンス教
会が、北に向かうと聖ドミニコ教会やカテドラル、そして聖ポール天主堂
跡がある。セナド広場に面したポルトガル建築の民政総署は内部のアズ
レージョが実にみごとで必見。

司教座を持ち、マカオにおけるカトリックの総本山といえ
るのが、セナド広場や南灣大馬路にも近い大堂（カテドラ
ル）。石畳と噴水がみごとな大堂広場と併せて世界遺産に
登録されている。内部の美しいステンドグラスは必見。

セナド広場から聖ドミニコ教会を経て聖ポール天主堂
跡までは歩行者天国になっており、土産物店を冷やか
しながらの気ままな散策が楽しめる。レモンイエローの
ファサードが青空によく映えて異国情緒が色濃い聖ドミ
ニコ教会周辺。

（左）ターコイズブルーに塗色された天井や、日光を浴びて輝くステンドグラスが美しい聖ローレンス教会の内部。
聖ローレンスは航海者たちから信仰を集めた聖人である。（右）1560年以前にイエズス会によって建てられた聖
ローレンス教会は、マカオに現存するもっとも古い教会のひとつ。かつては海辺に面しており、船乗りやその家族
の心の拠りどころとなった。そびえる左右対称の塔が、天上の神に向けた信仰心の篤さを表している。 七つの丘を登って

主の御元へ近づく
七つの丘を持つ街リスボンになぞらえるほど丘の多い地形のマカ
オ半島。海辺に面してマカオ市民の居住地域が、そして丘を登って
いくと美しいファサードを持つカトリック教会が、それぞれ位置して
いる。ポルトガル人が最初に定住したマカオ半島南部は世界遺産
が数珠つなぎのように現れる散策が楽しいエリアだ。

「澳門街道」というマカオ各地の通りを取り
上げたシリーズものの切手の一葉。ラザロ
地区の美しい通りが淡い筆致でみごとに再
現されている。

　エキゾチックで美しいマカオの風景
を、切手という形で持ち帰ってみてはい
かが。セナド広場に面した郵政局本店
をはじめフェリーターミナル、マカオ国
際空港などの郵政局でさまざまな絵柄
の美しい切手を選べる。
　マカオでは切手の発行が盛んで、発
行頻度も高い。世界遺産やマカオの風
景を扱った定番のものから、マカオ・グ
ランプリなどイベント関連のものまで幅
広いバリエーションが魅力。コレクター
ならずとも胸が熱くなること必至だ。

絵葉書に添えて、お土産に、
利用価値の高い美しい切手
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南
蛮
貿
易
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た

マ
カ
オ
と
日
本
と
の
歴
史
的
な
関
係

　
マ
カ
オ
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
ば
聖
ポ
ー

ル
天
主
堂
跡
。
モ
ン
テ
の
丘
に
そ
び
え
る

5
層
、
石
造
り
の
フ
ァ
サ
ー
ド（
教
会
正

面
の
壁
）は
、
主
で
あ
る
教
会
部
分
を
失

っ
て
な
お
優
雅
か
つ
壮
麗
に
立
ち
続
け
、

常
に
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
セ
ナ

ド
広
場
か
ら
は
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
も
10
分

足
ら
ず
で
、
そ
の
参
道
に
は
土
産
物
店
や

レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
、
さ
ま
ざ
ま
な
商

店
が
並
ん
で
に
ぎ
や
か
だ
。
周
囲
に
は
聖

ド
ミ
ニ
コ
教
会
や
三
街
会
館
、
カ
テ
ド
ラ

ル
、
盧
家
屋
敷
な
ど
、
西
洋
と
東
洋
、
双

方
の
文
化
を
背
景
に
し
た
世
界
遺
産
の
建

築
物
が
集
ま
り
、
旧
市
街
散
策
の
ハ
イ
ラ

イ
ト
を
形
成
し
て
い
る
。

　
日
本
史
で
は
江
戸
開
幕
後
に
あ
た
る
17

世
紀
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
フ
ァ
サ
ー
ド
は
、

そ
の
装
飾
に
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ

ル
の
像
や
、
徳
川
家
康
に
似
せ
た
龍
な
ど
、

日
本
と
も
関
連
の
あ
る
風
物
が
刻
ま
れ
て

い
る
。
マ
カ
オ
と
日
本
と
の
歴
史
上
の
結

び
つ
き
は
濃
く
、
ま
た
深
い
。
そ
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
日
本

と
の
交
易（
南
蛮
貿
易
）で
あ
り
、
マ
カ
オ

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
団
の
遠
洋
航
海
を
支
え

る
重
要
な
寄
港
地
だ
っ
た
。

ロ
ー
マ
へ
の
途
上
に
立
ち
寄
っ
た

天
正
遣
欧
使
節
の
少
年
た
ち

　
1
5
6
7
年
に
は
長
崎
に
ポ
ル
ト
ガ
ル

船
団
が
来
航
し
、
石
見
銀
山
で
採
れ
た

良
質
の
銀
を
買
い
付
け
る
な
ど
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
中
国
、
日
本
と
を
結
ぶ
中
継
貿

易
は
盛
況
の
一
途
を
た
ど
る
。
そ
の
過
程

で
、
中
継
地
と
し
て
の
マ
カ
オ
も
繁
栄
を

謳
歌
し
、
聖
ロ
ー
レ
ン
ス
教
会
な
ど
今
日

も
残
る
教
会
群
の
建
築
が
進
め
ら
れ
た
。

1
5
8
2
年
、
大
友
宗
麟
ら
3
大
名
に
よ

っ
て
、
ロ
ー
マ
法
王
に
謁
見
す
る
た
め
に

派
遣
さ
れ
た
天
正
遣
欧
少
年
使
節
も
、
そ

の
洋
行
の
途
上
、
そ
し
て
帰
路
と
、
マ
カ

オ
に
長
期
滞
在
し
て
い
る
。

　

潮
目
が
変
わ
っ
た
の
は
1
5
8
7

年
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
バ
テ
レ
ン
追
放

令
が
き
っ
か
け
だ
。
そ
し
て
徳
川
幕
府
に

よ
る
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
令
が
出
さ
れ
る

（
1
6
1
4
年
）。
さ
ら
に
1
6
3
7
年
に

は
、
宗
教
戦
争
の
面
を
併
せ
持
つ
島
原
の

乱
が
起
こ
る
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
幕
府

は
1
6
3
9
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
来
航
禁

止
令
を
出
し
、
約
90
年
間
継
続
し
た
ポ
ル

ト
ガ
ル
と
の
関
係
を
断
交
。
以
後
、
マ
カ

オ
と
日
本
と
の
距
離
も
遠
い
も
の
に
な
っ

て
い
く
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
禁
教
下
の
日
本
を
逃

れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
が
新
天
地
と
目
し

た
マ
カ
オ
に
は
当
時
の
日
本
人
た
ち
の
足

跡
が
残
り
、
歴
史
の
大
波
の
向
こ
う
か
ら

21
世
紀
の
観
光
客
を
、
時
空
を
越
え
た
旅

へ
と
誘
い
続
け
て
い
る
。 

1602年から1640年にかけて建てられた聖ポール
天主堂。建設時期は日本におけるキリスト教禁教
期と重なり、マカオに逃れたキリシタンも建設に加
わったと伝えられている。1835年の大火で礼拝堂
と神学校は焼失、ファサードのみが立ち続ける。

マカオにおける日本人の足跡をたどる旅の過程で足
を運びたいのが、媽閣廟前の海事博物館。大航海時
代のマカオに関する展示のほか、鉄砲伝来や黒船、
南蛮屏風など日本に関する展示も充実している。

（左）聖フランシスコ・ザビエルの遺骨を納める聖ヨセフ聖堂。ザビエルは1549年から1551年まで日本に滞在し織田信長にも接見。後
に中国本土へ向かう途上、マカオから近い上川島で病没。遺骨の一部は日本に運ばれたが禁教下のため、マカオに運ばれ安置され
た。（右上）天井にイエズス会の紋章が輝く聖ヨセフ聖堂内。（右下）中央のケース内に右上腕骨が収められている。

マカオ越しに見る
中世日本の風景

はるか大航海時代に、今日まで残る教会群を建設し得るほどの
規模を誇ったマカオの富の源泉は、黄金の国「ジパング」日本の
石見銀山から流入する銀であった。物の交流は、必ず人の交流
を伴うもの。マカオへと渡った日本人は多い。マカオを通して、統
一国家の成立から開国、そして一転鎖国へと向かう中世日本の
風景が透けて見える。

聖母マリアや天使の像などで彩ら
れた聖ポール天主堂のファサード
は「石の説教」といわれ神の教え
を体言する。イエズス会創立メン
バー、聖ザビエルの像。

ファサードの装飾には東洋的な要
素も垣間見える。聖母像に抑えられ
る七つの頭の龍は禁教令を発した
徳川家康を見立てているという説も
伝わる。

紀元前から現在までに至るマカオの歴史を俯瞰できる。
カフェもあり休憩にも向く。

緑に囲まれたモンテの砦はマカオ市民の憩いの場。散策
に、太極拳に、みな思い思いに時を過ごす。

　聖ポール天主堂跡に隣接するかつてのイエズ
ス会の軍事施設モンテの砦。天然の要害を活
かした砦内には 1999 年、マカオ博物館が整備さ
れ、マカオの歴史と文化をさまざまな視座から紹

介している。
　日本とマカオとの関連でいえば、ヨーロッパ
からマカオを経由して日本に伝来した活版印刷
機の展示（模型）が最重要といえる。日本人も
暮らした大航海時代のマカオの様子がわかる資
料も多く、歴史散歩の際に立ち寄れば多くの収
穫が得られる。

歴史好きなら必見のマカオ博物館
日本はじめ各国との交流史が豊富

16

天主教藝術博物館に展示されている銀細工。
石見銀山が産した銀を用いたともいわれる。

地下納骨堂入口には日本人殉教
者の名が日本語で記されている。

ファサードの背後のかつて主祭壇があった場所は地下納骨堂となり、約60人の日本人を含む殉教者た
ちの遺骨が安置されている。併設の天主教藝術博物館には肖像画や宗教画、聖母子像などカトリック
関連の展示品が並ぶ。
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歩
い
て
こ
そ
見
え
て
く
る

マ
カ
オ
独
自
の
魅
力

　

マ
カ
オ
の
魅
力
の
真
髄
が
、
マ
カ
オ

半
島
の
旧
市
街
、
西
洋
と
東
洋
と
が
融

合
し
た
世
界
遺
産「
マ
カ
オ
歴
史
市
街
地

区
」に
あ
る
こ
と
は
論
を
待
た
な
い
。
そ

し
て
そ
の
世
界
遺
産
は
、
教
会
や
廟
な
ど

の
個
々
の
点（
ス
ポ
ッ
ト
）で
は
な
く
、
そ

れ
ら
が
一
体
と
な
っ
た
面（
エ
リ
ア
）と
し

て
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
つ

ま
り
旧
市
街
そ
の
も
の
、
い
っ
て
み
れ
ば

人
々
が
集
ま
る
茶
樓
や
中
国
風
喫
茶
店
の

茶
餐
廰（
チ
ャ
ー
ツ
ァ
ン
テ
ィ
ン
）、
石
畳

の
小
路
、
商
店
街
の
ざ
わ
め
き
な
ど
、
マ

カ
オ
市
民
の
生
活
の
場
そ
の
も
の
が
世
界

遺
産
だ
。

　
そ
ん
な「
マ
カ
オ
歴
史
市
街
地
区
」
を

体
感
す
る
に
は
、
歩
く
の
が
一
番
だ
。
マ

カ
オ
半
島
最
南
端
の
媽
閣
廟
を
皮
切
り
に
、

縫
う
よ
う
に
マ
カ
オ
半
島
を
北
上
す
れ
ば
、

約
4
キ
ロ
の
行
程
に
22
の
歴
史
的
な
建
築

物
・
史
跡
と
8
カ
所
の
広
場
が
数
珠
つ
な

ぎ
の
よ
う
に
展
開
し
、
世
界
遺
産
完
歩
を

達
成
で
き
る
。

　
旅
人
が
そ
こ
で
出
会
う
の
は
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
の
足
跡
の
み
な
ら
ず
、
参
拝
者
の

祈
り
が
込
も
っ
た
渦
巻
き
線
香
が
静
か
に

燃
え
る
中
国
寺
院
、
歴
史
に
名
を
刻
ん
だ

中
国
人
豪
商
の
館
、
民
間
信
仰
が
伝
わ
る

小
さ
な
廟
な
ど
だ
。
こ
れ
ら
中
国
に
由
来

す
る
文
物
が
外
来
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
文
化
と

共
存
、
共
鳴
し
、
さ
ら
に
は
ゆ
っ
た
り
流

れ
る
東
洋
の
生
活
風
景
と
が
溶
け
合
う
こ

と
で
、
他
に
類
を
見
な
い
興
味
深
い
空
間

が
構
成
さ
れ
、
ま
た
訪
れ
た
人
々
を
魅
了

し
続
け
て
い
る
。

（右）ポルトガル人が遺した
教会が点在するマカオ半島
南部に対し、半島を北上する
につれて街並みには中国色
が濃くなる。観音堂や蓮峰廟
など中国寺院も多く、大小の
市場が喧噪を呼ぶ。（左）かつ
て遊郭もあった艶っぽい雰
囲気はそのままに観光客向
けのレストランや土産店が並
ぶ福隆新街。昔日の面影が
随所に残るマカオにあって、
特に古きよき面影を残す通り
で散策が楽しい。

ロウリムイオック庭園に隣接す
るマカオ茶文化館は中国茶や茶
器に関する展示が楽しめる。

 味わいの尽きない
濃密な中国文化にふれる
東西文化の交差点としての歴史的意義が高く評価され、世界文化遺産に登録され
た「マカオ歴史市街地区」。この文化的空間にはカトリックの教会など西洋の文物
のみならず、いくつもの中国寺院や中国建築が建ち並び、マカオの魅力がポルト
ガル文化のみに由来するのではないことを語っている。

活気に満ちたマカオ半島北部を散策中に立ち寄りたいオアシス的
な存在がロウリムイオック庭園。広々とした池に架かる蛇行するか
のような橋や点在する東屋が独特の景観をなす蘇州様式の庭園
で、廬家屋敷の主人の廬華紹が愛した。池に蓮の花が咲き乱れる夏
期はみごとな眺め。

マカオ最古にして最大の中国寺院
の媽閣廟は航海の女神「媽祖」を祀
る。その前の石畳が美しいバラ広場
とともに世界遺産に登録。ポルトガ
ル人が最初に上陸した地とされる。
 

セナド広場から聖ドミニコ教会を経て、大堂（カテドラル）へ向かう世界遺産めぐり。
その途上の坂道にたたずむ盧家屋敷もまた世界遺産に登録されている。1889年に
建てられた豪商の館で、華南地方に多く見られるレンガ造りの外観、採光と風通し
をよくするために建物内に設けられた中庭など、中国の伝統的な建築様式だが、美
しいステンドグラスなどに西洋の影響が見てとれる。

タイパ・ビレッジのメインストリートの官也街は通称フードストリート。ポルトガル料
理から中国料理までレストラン多数。マカオ特選アーモンドクッキーなど菓子類の
お土産も豊富で、観光客でにぎわう。公設市場に隣接し、ローカルな雰囲気も残る。

かつてのポルトガル人官吏の別荘を利用したタイパ・ハウス・ミュージアム。のどかな水
辺に臨んで建つ様は一幅の絵画のような美しさ。かつてこの地に居を構えたポルトガル
人の生活様式が再現された館内は見学可能。

華南地方の豊潤な文化のひとつとしてぜひ体験した
い広東オペラ。廟の前の広場に大きな竹組みの特設
会場が設置され、そのなかのステージで奉納される。

　広東地方に隣接し、日常会話に広東語が用
いられるマカオでは香港同様、広東オペラの公
演が盛んだ。
　広東オペラとは華南地方の伝統歌劇で世界
無形文化遺産にも登録。色鮮やかな化粧や衣
装をまとった演者が歌を交えながら劇を進める。
三国志や水滸伝など歴史小説が題材になるこ
とが多く、広東語で上演される点が京劇と異な
る。北帝廟の北帝祭、譚公廟の譚公祭など中
国寺院のお祭りの際に奉納されるので、多くの
マカオ市民とともに楽しんでみては。

マカオ市民とともに楽しむ
きらびやかな広東オペラの奉納

18

郷愁誘う「その先のマカオ」
タイパとコロアンへの旅　

世界遺産が集中するマカオ半島から、3本の橋で結ばれているエリアがタイパ。さ
らにコタイをへだてたその先がコロアンで、マカオ半島とはまた異なる郷愁、旅情、
抒情が味わえる。近未来風景が広がるコタイと隣接しながら昔日の面影を残すこ
の両エリア、じっくり時間をかけて歩きたい。
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コ
タ
イ
か
ら
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

古
き
よ
き
タ
イ
パ・ビ
レ
ッ
ジ
へ

　
中
国
大
陸
と
地
続
き
の
マ
カ
オ
半
島
。

そ
の
沖
合
に
位
置
す
る
タ
イ
パ
と
コ
ロ
ア

ン
は
、
か
つ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
島

で
あ
っ
た
が
、
埋
め
立
て
に
よ
り
マ
カ
オ

半
島
部
よ
り
も
面
積
の
広
い
ひ
と
つ
の
島

と
な
っ
て
い
る
。
タ
イ
パ
に
は
マ
カ
オ
国

際
空
港
が
建
設
さ
れ
た
ほ
か
、
か
つ
て
の

タ
イ
パ
と
コ
ロ
ア
ン
の
間
の
埋
め
立
て
地

が
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
空
間
コ
タ
イ
と

し
て
開
発
さ
れ
た
。

　
タ
イ
パ
は
近
年
、
急
速
に
人
口
増
加
が

進
み
、
中
心
部
に
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が

建
ち
並
ぶ
が
、
か
つ
て
の
海
岸
線
に
近
い

タ
イ
パ
・
ビ
レ
ッ
ジ
に
は
パ
ス
テ
ル
カ
ラ

ー
の
南
欧
風
建
築
物
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

な
カ
ル
モ
教
会
、
そ
し
て
石
畳
の
路
地
と

い
っ
た
古
き
よ
き
風
情
が
た
っ
ぷ
り
残
る
。

近
未
来
風
の
コ
タ
イ
か
ら
も
近
く
、
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
後
の
夕
方
、
散
歩
が
て
ら
ポ
ル

ト
ガ
ル
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
求
め
て
訪

れ
れ
ば
新
旧
マ
カ
オ
の
対
比
を
味
わ
え
る
。

豊
か
な
緑
と
海
辺
が
彩
る

の
ど
か
な
漁
村
の
コ
ロ
ア
ン

　
一
方
の
コ
ロ
ア
ン
は
、
海
や
山
、
緑
と

い
っ
た
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
。
カ
ジ
ノ

が
な
い
た
め
静
寂
に
包
ま
れ
な
が
ら
過
ご

せ
る
と
あ
っ
て
、
香
港
な
ど
か
ら
リ
ゾ
ー

ト
客
が
多
く
訪
れ
る
。

　
マ
カ
オ
半
島
か
ら
の
路
線
バ
ス
が
停
車

す
る
コ
ロ
ア
ン
の
中
心
、
コ
ロ
ア
ン
・
ビ

レ
ッ
ジ
に
は
昔
な
が
ら
の
漁
村
風
景
が
ま

だ
ま
だ
残
り
、
マ
カ
オ
の
原
風
景
と
い
っ

た
風
情
だ
。

　
車
も
め
っ
た
に
通
ら
な
い
の
ど
か
な
海

岸
通
り
の
十
月
初
五
馬
路
に
は
年
月
を
経

た
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
大
木
が
並
ぶ
。
聖
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
、
道
教
寺
院

の
譚
公
廟
と
い
っ
た
名
所
も
こ
の
通
り
沿

い
に
あ
り
、
静
け
さ
に
あ
ふ
れ
る
入
り
組

ん
だ
路
地
裏
と
と
も
に
遠
来
の
観
光
客
を

奥
へ
奥
へ
と
誘
っ
て
い
る
。

南欧風石畳（カルサーダス）が敷き詰められた広場に向かい、パステルカラーのファサードが印象的な
聖フランシスコ・ザビエル教会。コロアンののどかな空気に溶け込んだ素朴さが心地よい。

中国語とポルトガル語が併記され
たアズレージョの標識が街灯に照
らされてエキゾチックな雰囲気に。

　官也街とその周辺に美味しいレストランが集
まるタイパ中心部。ディナーの後は、腹ごなし
に散策を。官也街から一歩その奥へ分け入っ
たエリアは、いくつもの路地が枝分かれしてま
るで迷路のような趣だ。
  中国風の住宅と、パステルカラーのポルトガ
ル風建物が混在し、街灯のほのかな灯りに浮
かび上がる様が美しい。あてもなく歩くうちに
見つかる小さなレストランやカフェにデザート
を求めて立ち寄るのもおすすめだ。

夕食後は夜風に吹かれて散策を
中洋折衷が美しい夜のタイパ



マカオを特徴づける要素の筆頭にミックスカルチャーがあるが、その重
要な要素のひとつとして食文化が挙げられる。単に西洋と東洋のフュー
ジョンということにとどまらず、広くアジア圏の食材を取り入れたマカオ
料理は、いうなれば大航海時代の味。またポルトガル料理や中国料理も、
庶民的な店からファイン・ダイニングまで、広く本場の味が楽しめる。

ポ
ル
ト
ガ
ル
料
理
ベ
ー
ス
に

寄
港
地
の
味
わ
い
を
ミ
ッ
ク
ス

　
マ
カ
オ
料
理
と
は
外
来
の
ポ
ル
ト
ガ
ル

料
理
を
ベ
ー
ス
に
、
地
元
の
広
東
料
理
を

ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
も
の
。
し
か
し
そ
の
両

者
の
間
に
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
発
ち
、「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」を

経
て
マ
カ
オ
に
至
る
ま
で
の
間
に
収
集
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
や
ス
パ
イ
ス
―
た

と
え
ば
ア
フ
リ
カ
の
鶏
肉
、
イ
ン
ド
の
カ

レ
ー
や
胡
椒
、
そ
し
て
サ
フ
ラ
ン
、
マ
レ

ー
半
島
の
コ
コ
ナ
ッ
ツ
な
ど
―
が
ふ
ん

だ
ん
に
加
え
ら
れ
、
い
わ
ば「
大
航
海
時

代
の
味
」と
も
い
え
る
独
特
の
フ
ュ
ー
ジ

ョ
ン
料
理
を
構
成
し
て
い
る
。

　

そ
の
代
表
的
な
メ
ニ
ュ
ー
と
い
え
ば

「
ア
フ
リ
カ
ン
・
チ
キ
ン
」。

　

半
羽
の
鶏
肉
を
じ
っ
く
り
グ
リ
ル
し
、

コ
コ
ナ
ッ
ツ
、
カ
レ
ー
、
ガ
ー
リ
ッ
ク
、
オ

ニ
オ
ン
、
チ
リ
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
な
ど
を
ベ
ー

ス
に
し
た
濃
厚
で
ス
パ
イ
シ
ー
、
複
雑
で

深
み
の
あ
る
味
わ
い
の
ソ
ー
ス
と
と
も
に

い
た
だ
く
、
大
航
海
時
代
の
味
覚
を
一
皿

の
上
に
凝
縮
し
た
料
理
だ
。
店
に
よ
っ
て

味
わ
い
が
大
き
く
異
な
る
の
で
、
食
べ
比

べ
も
楽
し
め
る
。

時
間
を
か
け
て
味
わ
い
た
い

マ
カ
エ
ン
セ
の
家
庭
料
理

　
も
と
も
と
マ
カ
オ
料
理
は
、
来
航
し
た

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
と
現
地
の
中
国
人
と
の
間

の
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
を
指
す
マ
カ
エ

ン
セ
の
家
庭
料
理
。
ソ
ー
ス
が
味
わ
い
の

決
め
手
の
ア
フ
リ
カ
ン
・
チ
キ
ン
は
も
と

よ
り
、
煮
込
み
料
理
の
定
番「
タ
ッ
チ
ョ
」

な
ど
、
時
間
と
手
間
暇
を
か
け
た
献
立
が

中
心
と
な
る
。
パ
ン
よ
り
ご
は
ん
が
欲
し

く
な
る
味
わ
い
な
の
も
特
徴
だ
。

　
マ
カ
エ
ン
セ
は
ま
た
、
食
事
を
大
事
に

す
る
習
慣
を
持
つ
。
毎
晩
、
必
ず
、
家
族

や
友
人
と
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
ワ
イ
ン
と
と
も
に
温
か
い
マ
カ
オ
料
理

と
会
話
と
を
、
時
間
を
か
け
て
楽
し
む
マ

カ
エ
ン
セ
を
見
習
い
、
旅
先
の
一
夕
、
マ

カ
オ
料
理
を
じ
っ
く
り
と
堪
能
し
た
い
。

1 マカオではポルトガル料理をはじめフレンチ、イタリアンなど各種西洋料理も人気で、カジュアルなレストランからファ
イン・ダイニングまで幅広くチョイスできる。多くのシェフが本国から招聘され指揮をとるのも国際都市マカオならでは

（ギャラクシー・マカオの地中海料理テラッツァ）。 2 日本ではなじみの薄いポルトガル料理だが、マカオではポルトガ
ル人シェフが腕をふるうレストランが多く、本場の味を堪能できる（ホテル・ロイヤルのファド）。3 ギャラクシー・マカオの
インターナショナル・ブッフェのフェスティバはポルトガル料理も充実。家族で、あるいは友人と気軽に訪れたい。4 ほと
んどの高級ホテルではラウンジやダイニングで本格的なアフタヌーン・ティーを楽しめる。伝統的な英国式のみならず
エッグタルトなどマカオらしいデザートがサーブされることも（ポウサダ・デ・サンティアゴ）。5 味わいのみならず見た目
もエキゾチックなポルトガル料理＆マカオ料理。特にバカリャウ（干しダラ）のコロッケやダック・ライス、イワシの炭火焼
は必ず味わってほしい代表的なメニュー。 6 豪快な子豚の丸焼は野趣あふれるいかにもポルトガルらしい味覚。

AFRICAN CHICKEN

東 西 文 化 の 融 合 を
実 感 する
 豊 か な 食 文 化

アフリカン・チキンは
大航海時代の味

中国文化の影響濃いマカオ料理だけに、チキン
のグリルにはフライパンではなく、中国人に馴
染みの深い中華鍋を用いるシェフも（ヘンリー
ズ・ギャレー・マキシム）。

マカオ料理はシェフによってレシ
ピはさまざま。とくにアフリカン・
チキンは、なによりソースの味わ
いが命で、シェフたちがもっとも
心血を注ぐ部分でもある。ポルト
ガル料理との間に明確な区別は
なく、マカオにおいてはポルトガ
ル料理レストランでもアフリカン・
チキンをはじめマカオ料理を出
すのがふつうだ（アントニオ・レス
トラン）。 （下）さまざまな店のアフ
リカン・チキンを食べ比べ、自分
好みの味を探すのもマカオ歩き
の醍醐味のひとつ。

　豊かな食文化で知られ、世界中から食通が訪れる
香港とマカオのこと、両エリアを扱う「ミシュランガイ
ド香港マカオ」が 2009 年版以来、毎年版を重ねて
いる。創刊以来の 3つ星常連、フレンチの「ロブショ
ン・オ・ドーム」（グランド・リスボア内）を筆頭に、
それぞれ個性的な中国料理レストランなどが掲載。
ファイン・ダイニングだけでなく、街歩きついでに立
ち寄れるコストパフォーマンスにすぐれたレストランも
多く紹介されている。

バラエティに富んだ
ミシュランガイドの名店

12
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ロブション同様にグランド・リスボア内にある広東料理「エイ
ト・レストラン」もミシュランガイドの常連で3つ星も獲得。アラ
ン・チャン氏が手掛けた内装は「8」「金魚」「水」がモチーフ。
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1 全室スイートのポウサダ・デ・サンティアゴはマカオ半島南端に建つ。かつての要塞跡を改
築しただけに、随所に往時の面影を偲ばせている。ロビーには洞窟をくりぬいた階段を通っ
てアプローチ。2 コロアン南端にあってチョクワン・ビーチを一望するロケーションのポウサ
ダ・デ・コロアン。リゾート感覚にあふれた環境で静かな滞在を。3 現地の観光学校の学生が
運営に携わるポウサダ・デ・モンハはマカオ半島北部の下町、モンハの丘中腹に位置する。
ここを拠点に活気あふれる下町散歩を楽しもう。

1 かつてマカオは、中国大陸から世界各地へ輸出される中国茶の集積地のひとつだった。
その伝統から中国茶の専門店が今も残る。 2 街歩きの際に立ち寄りたい中国風喫茶店。
牛乳プリン、クルミやロンガンなどさまざまな木の実を使ったお汁粉、豆腐花などの中国デ
ザートは昔懐かしい味。3 ゆったりしたスピードで走るペディ・キャブの姿も昔ながらのマカ
オの風景。リスボア・ホテルや媽閣廟の前などで客待ちをする風景も実に絵になる。

1 香港、マカオ、中国本土の珠海を結ぶ総延長約50km（橋梁部35.6kmで一部区間は海
底トンネル）の港珠澳大橋。2016年末予定の完成後は、香港国際空港とマカオ間はバス
で所要30分ほどで結ばれる（写真提供／港珠澳大橋管理局）。2 着々と工事が進む「マカ
オ・ライトレール（Macau LRT）」（写真提供／運輸基建辦公室）。マカオ半島北端の出入
境ゲートからタイパ、コタイをマカオ空港経由で結ぶ。車両は三菱重工業製。3 2015年に
開業予定の「マカオ・スタジオ・シティ」はハリウッド映画がテーマの新感覚リゾート。

1 おしゃれな「カフェ・ベラ・ヴィスタ」（グランド・ラパ・マカオ内）で午後のティータイムを。ポルト
ガルを代表するスイーツのセラドゥーラがおすすめ。2 大航海時代の大海原を想起させるセナ
ド広場を彩るカルサーダス。石畳の歩道ではカニや魚などかわいらしいモチーフの装飾を見つ
けることも。3 さまざまな絵柄のアズレージョが街をひときわエキゾチックに。アズレージョはポ
ルトガル独特の装飾絵タイル。かわいらしい模様から宗教画まで、その表現力は実に幅広い。

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
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心
惹
か
れ
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な
ん
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カ
オ
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タ
ル
ジ
ッ
ク
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旅
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宿

ポ
ウ
サ
ダ
に
泊
ま
っ
て
み
よ
う

変
わ
ら
な
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逆
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次の休みにはマカオへ 帰ろう 約30.3㎢で世田谷区の半分ほどと手ごろな面積に、おもちゃ箱のように楽しみ
方が凝縮しているマカオでは、訪れる度に発見や出会いがある。初めての滞在で
都市型リゾートライフと世界遺産歩きを満喫したら、次回の旅では「その先のマカ
オ」へ出かけよう。あなただけの「マカオの休日」がきっと見つかるはず。

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
心
惹
か
れ
る

な
ん
か
か
わ
い
い
マ
カ
オ

　
中
国
風
の
街
並
み
の
あ
ち
こ
ち
に
ポ
ル

ト
ガ
ル
が
顔
を
出
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
に
心
惹
か
れ
る
マ
カ
オ
。
街
を
歩
け
ば

す
ぐ
に
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
が
、
道

路
標
識
の
ア
ズ
レ
ー
ジ
ョ
だ
。
濃
く
あ
ざ

や
か
な
ブ
ル
ー
に
中
国
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
が
併
記
さ
れ
、
石
畳
の
カ
ル
サ
ー
ダ
ス

と
並
ん
で
い
か
に
も
マ
カ
オ
ら
し
い
。

　
か
わ
い
ら
し
い
絵
柄
の
ア
ズ
レ
ー
ジ
ョ

は
道
端
の
小
さ
な
噴
水
や
ポ
ル
ト
ガ
ル

学
校
の
壁
な
ど
あ
ち
こ
ち
で
目
に
で
き
る
。

散
策
中
の
ひ
と
休
み
に
は
、
伝
統
的
な
ポ

ル
ト
ガ
ル
風
ス
イ
ー
ツ
を
出
す
カ
フ
ェ
で

ゆ
っ
く
り
時
間
を
過
ご
そ
う
。

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
旅
の
宿

ポ
ウ
サ
ダ
に
泊
ま
っ
て
み
よ
う

　

マ
カ
オ
が
気
に
入
り
渡
航
回
数
が
増

え
て
き
た
ら
、
い
つ
も
と
は
気
分
を
変
え
、

小
ぢ
ん
ま
り
し
た
隠
れ
家
風
ホ
テ
ル
に
荷

を
解
い
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。
マ
カ

オ
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
営
ホ
テ
ル
を
指

す「
ポ
ウ
サ
ダ
」
を
ホ
テ
ル
名
に
冠
し
た

宿
が
3
軒
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
テ
イ
ス
ト
に

あ
ふ
れ
た
旅
籠
風
ホ
テ
ル
と
い
う
点
で
は

共
通
す
る
が
、
立
地
や
雰
囲
気
は
三
者
三

様
の
異
な
る
た
た
ず
ま
い
。
居
心
地
の
よ

い
客
室
や
ガ
ー
デ
ン
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
を
備

え
て
い
る
か
ら
、
終
日
ホ
テ
ル
内
で
読
書

三
昧
を
楽
し
む
と
い
っ
た
過
ご
し
方
に
も

ぴ
っ
た
り
だ
。

変
わ
ら
な
い
の
が
逆
に
新
鮮
な

昔
な
が
ら
の
オ
ー
ル
ド
・マ
カ
オ

　

近
未
来
都
市
コ
タ
イ
に
対
し
、
マ
カ

オ
半
島
の
旧
市
街
に
は
、
し
っ
と
り
し

た
風
情
の
オ
ー
ル
ド
・
マ
カ
オ
が
広
が

る
。
古
き
よ
き
マ
カ
オ
を
求
め
、
時
を

さ
か
の
ぼ
る
旅
に
出
よ
う
。

　

朝
一
番
に
楽
し
み
た
い
の
が
ロ
ー
カ

ル
な
茶
樓
で
の
飲
茶
。
早
朝
７
時
過
ぎ

か
ら
三
々
五
々
人
々
が
集
ま
り
、
中
国

茶
に
思
い
思
い
の
点
心
を
つ
ま
み
な
が

ら
世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
る
。
日
中
は

地
元
の
人
向
け
の
商
店
街
を
そ
ぞ
ろ
歩

き
。
中
国
茶
や
乾
麺
、
菓
子
な
ど
の
専

門
店
で
お
土
産
探
し
も
楽
し
い
。
夜
は

レ
ト
ロ
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
ド
ッ
グ
レ
ー

ス
場
に
足
を
運
ん
で
み
て
は
。

急
速
に
変
貌
を
続
け
る
マ
カ
オ
か
ら

夢
に
あ
ふ
れ
る
未
来
都
市
が
見
え
る

　
世
界
遺
産
の
街
マ
カ
オ
は
一
方
で
、
変

貌
を
続
け
る「
現
在
進
行
形
の
近
未
来
都

市
」と
し
て
の
顔
も
持
つ
。
香
港
〜
マ
カ

オ
〜
珠
海
を
結
ぶ
海
上
大
橋
の
建
設
、
旧

市
街
と
コ
タ
イ
を
結
ぶ
L
R
T
の
整
備
、

続
々
と
開
業
す
る
斬
新
な
外
観
の
大
型
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・
リ
ゾ
ー
ト
。
近
い
将
来

の
マ
カ
オ
の
風
景
は
、
S
F
小
説
の
挿
絵

が
描
く
未
来
都
市
さ
な
が
ら
だ
。

　
東
洋
と
西
洋
の
間
を
行
き
来
す
る
だ
け

で
な
く
、
大
航
海
時
代
か
ら
未
来
へ
と
続

く
時
間
軸
を
も
自
在
に
た
ど
る
マ
カ
オ
の

旅
。
夢
に
あ
ふ
れ
る
未
来
地
図
を
探
し
に

マ
カ
オ
へ
出
か
け
よ
う
。
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